



厳寒の冬であっても太陽の日差しがあれば、 気温が上がり、 雪が溶ける。 太陽はそれくら
い大きなエネルギーを地球に注いでいる。 この太陽エネルギーを如何に効率よく、 電力に変
換できるかは、 今後の世界のエネルギ一政策に大きく関わっている。 平成23年 当初の大きな
ニュースとして、 東芝と東京電力が中心となり、 日本政府の援助を請いながらもブルガリア
に 1 000億円超の太陽光発電事業に乗り出すことが発表された。 5年後には25万キロワット
を想定している。 これくらい大規模になると、 2 0%の効率アップができれば 5万キロワット
の電力を増やすことが出来る。 黒四ダムの認可出力は33 .5万キロワットであることを考える
と、 ブルガリアでの太陽光発電事業の規模の大きさを理解することができる。（参考までに能
登原子力発電所のl 号機の定格出力は54万キロワットであり、 2 号機は 135.8万キロワット
である。 ）













太陽電池モジュールが太陽を追尾するのに 2 通りの方法がある。 l つは軌道計算により、
雲台を制御して太陽電池モジュールを太陽の正面に向ける方法である。 他のl つは光センサ
を用い、 太陽光の5郎、方向に太陽電池モジュールを向ける方法である。 それぞれ長所、 短所
がある。 軌道計算により太陽電池モジュールを動かす場合、 その動きに無駄がなく、 太陽の
軌道に沿って制御が可能である。 しかし、 空全体が曇っていても、 太陽が山や近くのピルに





































































我々の研究 目的は、 すべての太陽エネルギー ωアモルファスSi太陽電池
を効率よく電力に変換することにある。 太陽スh 図1. 太陽スペクトル
ベクトルからわかるように、 利用していないのは赤外領域である。 この領域は熱エネルギー












ことができる。 この場合、 一番上のフォトダイオードが基準とな 図2 .5PD光センサ
り、 快晴の太陽から、 曇り空で、の光強度が小さいところでも正確に追尾する機能を持ってい
る。 （ 平成22年度） ③ さらに、 光センサによる太陽の方位と軌道上の太陽の方位とを比較し
て、 光センサを搭載している雲台の角 度誤差を示すことが出来る。 （ 平成22年度） 我々はこ
れら太陽光サーチ機能、 太陽光追尾機能、 傾斜測定機能を5PD光センサの3 つの機能として
主張している。
この光センサと太陽電池と雲台とを組み合わせたシ














太陽光の強 さは快晴から曇天まで大きく変化する。 2 個のフォトダイオードの差分も天候に
より大きく異なる。 5 番 目のフォトダイオードはセンサ上部に取り付けられており明るさの
基準出力となる。 具体的には⑤で、差分を取った後、 5 番 目のフォトダイオードの基準出力で
除し、 差分の比でモーターを制御している。
本プロジェクトを開始した平成 22 年度において、
KELK社のご好意により市販されていない B iT e系の
熱電モジュールを入手することが出来た。 これは5 cm






像については図4 に示す。 熱電モジュールの高 温倶ljに
十分な太陽熱を得るためフレネノレレンズを用い、 その






プロジェクトにあげる前の平成2 1年度 までは、 制御のためのプログラムはVisual Basic 6.0 
を用いていた。 これは、AD コンパータやモーターユ
ニットコントローラと通信するのに実績のあるプログ
ラム言語を選んだためである。 しかし、Visual Basic 6.0 
は数年前から、 マイクロソフト社のVisualStudioにサ
ポートされなくなり、 遂に、 windows？上では Visual
Basic 6.0 で開発したプログラムを動作させることが出
来なくなった。そのため平成22年度に、プログラムを、
Visual Studio 2 01 0 に包括されている VB.netに乗せ
替えることとなった。 それにあわせて、 太陽軌道計算
の精度を挙げ、 M P PT( maximumpower point tracking）の
プログラムと必要なデーターロガーなどの電子回路を
組み上げた。 このM P PTを実行するために、 最初に①
太 陽 電 池 の 負 荷 と し て 組 み 込ん だ MOSFET




















図5 �こ電流電圧特性とそのときの電力の一例を示す。 上の図は電流電圧特性を示し、 下の
図は電力電圧特性を示す。 この図から最大電力点がわかる。 また、 図の中に青色のデータと
赤色のデータが示されている。 青色は5PD光センサで追尾したときの特性を示しており、 赤
色は太陽電池を水平に設定したときの特性を示している。 これは平成22年 の 12月 6日の 11 
時47分のデータであるが、 最大電力点からみると、 追尾したほうが水平設置より2倍弱の電
力が得られていることがわかる。 追尾の意義が十分にわかるデータである。 因みに、 熱電モ
ジュールの場合、 最大電力は常に開放電圧の半分の電圧値で得られることを実験で確認した。
図 6にVB. netで作成した制御プログラムのメニュー画面を示す。 5個のフォトダイオード




開始B f12"3 月 阿ヨ 日 ！ 
1





開始 停ヨ ： 防ヨ




全測定 ｜ 遠鏡追尾 i
追尾粧 ｜ 淵適時j






































s 最低｛将 巾五百 mV
か崎電圧i
停止 ｜ 定電圧









平成22年度については特許， 起業， 技術移転等はなく、 応用・効果・構想、については協力
企業がない状態である。 VBL施設には本フ。ロジェクト実施のための装置はそろっていなし、。
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